
市民主体の社会づくりを。
大阪ボランティア協会は、ボランティア活動や市民活動を通じて、

市民が主体となった社会づくりを目指しています。
協会がすすめる市民社会づくりにご協力お願いします。

詳しくは協会ホームページから

2025年9月発行

https://osakavol.org

企業・団体
の方へ

協会の事業等を進めるにあたっ
て、協会の理念や思いに賛同され
た方からいただく会費や寄付は、
財源の大事な根幹をなしています。
ボランティア活動や市民活動を支
える私たちの活動にぜひ加わって
ください。

賛助会員になる

いただいたご寄付は、協会の重
点テーマである「社会的孤立の抑
制・解消」と、「災害支援・防災」に
重点的に充てたいと考えていま
す。「社会的孤立」状態になりやす
い人たちへの支援や災害に強い
まちづくりなど、私たちの活動へ
のご支援をお願いします。

※特定の事業に寄付する「事業指定寄付」も可能です。

※協会へのご寄付は寄付金控除の対象になります。

寄付をする

会員になる

個人の方へ

会員は、協会の事業活動を推進す
る重要な担い手であり、協会の活
動を支えるための大事なスポン
サーです。ボランティア活動や市民
活動を支える私たちの活動にぜひ
加わってください。

協会では、ボランティアスタッフと
職員を「アソシエーター」と呼び、
対等に協働して一緒に事業を創っ
ています。 斬新なアイデア、組織の
風通し、各々の専門的知識や経
験、率直な批判、一緒に汗をかく
仲間、元気の源など、ボランティア
が協会に持ちこむさまざまなエネ
ルギーが、市民活動の推進に不可
欠と考えているからです。

協会の事業運営に参加する
（アソシエーターになる）

個人の方からの寄付もお待ちして
います。クレジットカードや銀行振
り込みの他、協会事務所へお持ち
いただいてもかまいません。

寄付をする
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（2024年度）

大阪ボランティア協会は、1965年に誕生した民間
の市民活動総合サポートセンターです。ボランティ
アをしたい人に活動先を紹介するとともに、ボラン
ティアの応援を求める人や団体の思いを受けとめ、
サポートします。

より公正で多様性を認め合う市民主
体の社会をめざし、ボランティアや
NPO/NGO、企業の市民活動の推進
に取り組んでいます。
社会の課題を他人事にせず、誰かが動
き出すことで、徐々に活動の輪は広がっ
ていきます。誰か＝あなたが動くこと、
それが社会を変える一歩になります。
みんなが笑顔でお互いを助け合い、助
け合うことでさらに元気になる。私た
ちはそんな社会をめざします。

って、こんな団体です。

合言葉は「助け合って、元気になる！」

みんなが笑顔でお互いを助け合い、

助け合うことでさらに元気になる。

私たちはそんな社会をめざします。

● 災害支援・防災
〝だれひとり取り残されない〟災害支援を目指し
て、さまざまな支援活動や平時からの連携・協働
の促進に取り組んでいます。

P13

● NPO/NGO運営支援・基盤整備

講座や個別相談などによりNPO/NGOの設立や運
営に関する情報を提供しています。また、市民活
動の拠点として場の提供もしています。

P6・7・15

● ボランティアコーディネーション

ボランティアをしたい人に活動先を紹介するとと
もに、ボランティアを必要とする人や団体の思い
を受けとめ、多様な人や組織をつないでサポート
します。

P4・5

● 企業市民活動推進
「企業市民」活動、いわゆるサステナビリティ、SDGs
など企業の社会貢献活動の推進及び、企業と市民
活動の連携のコンサルテーションを行っています。

P8・9

● 市民学習・研修 
一般市民向けから専門職向けまで、幅広い講座・研
修・講師派遣を行っています。市民が主体となった
社会づくりに不可欠な、学びと出会いの場を提供し
ています。

P10・11

● 情報提供・出版・市民シンクタンク事業・
　政策提言

市民活動を推進する上での「モノの見方・考え方」
の整理と理論化を進め、出版等による情報発信や
研究受託を行っています。

P10・11

● ボラ協の歴史
ボラ協は1965年に設立した日本で最も歴史
あるボランティアセンターの1つです。

1965年

● 相談件数
ボランティアをしたい、応援がほしい、解決し
てほしい課題がある……など、さまざまな相談
が寄せられています。

年間583件

● 講座参加者数
対象も内容も多岐にわたる年200以上のボラ
ンティア活動や講座セミナーに、年間3,000人
を超える方が参加しています。

年間3,369人

● 共に活動するアソシエーター数
ボラ協ではボランティアスタッフと職員を「ア
ソシエーター」と呼び、対等に協働して一緒に
事業を創っています。

112人

● ネットワーク数
ボランティア、NPO/NGO、災害支援、防災、
SDGs等さまざまな分野の団体とのネットワー
クに参画しています。

31領域

地域団体
NPO/NGO

公的支援
機関

専門家
有識者

行政

労働組合
協働組合

企業

大阪ボランティア協会

学校
ボランティア活動を

したい人

● ボラ協に関わる企業数
多くの企業の社会貢献等に関する支援を行っ
ています。また多くの企業に支えられています。

81社

● パートナー登録団体数
ボラ協の専門性やネットワークをいかして、
登録団体に対し、相談にのったり活動の場を
提供したりなど、活動に必要なさまざまな資
源をつないでいます。

113団体

協働

アソシエーター

アソシエーターとは、
ボラ協で活動する

ボランティアと職員のこと

職員 ボランティア

ボラ協では、市民が主体的に事業運営や協会運
営全般に関わることを重視し、企画、運営、評価
など、あらゆる場面にアソシエーター（ボラン
ティアスタッフと職員）が参加しています。この仕
組みのことを「参加システム」と呼んでいます。ボ
ランティアスタッフと職員は、役割の違いはあり
ますが共通の目的を目指す対等な存在です。

ボラ協にできること
数字で見るボラ協

社会的課題を
抱える人

ボラ協の使命
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ボランティア募集の
お手伝いをします

ボランティアって、実はとっても自由で多彩なもの。まずは見学や体験からでOK！  
ひとりで気軽に参加してもいいし、家族や友達、会社の仲間と一緒に参加できるものも。
ボラ協は、あなたにピッタリのボランティアが見つかるよう、全力でお手伝いします！

ボランティアコーディネーターが「ボランティア

したい」「応援がほしい」という両方の相談に

対応し、マッチングをしています。

日々の暮らしでの困りごとで身近な人に頼め

なかったり、制度や民間サービスを使えなかっ

たりするけど「何とかしたい」という相談に対

応しています。

ボランティアコーディネーターが丁寧に話を聴

き、必要に応じて専門機関とも連携し、ボラン

ティアの募集をサポートします。

※使える既存のサービスや制度がある場合はご案内します。

※困りごとの内容によっては、ボランティアで対応できないこと
もあります。その場合は相談できる専門機関を探すといった
お手伝いをさせていただきます。

これから、はじめてボランティア活動をしようとい
う個人を対象にした基本的なオリエンテーション
を開催しています。「ボランティアってなに？」「どう
やって活動を始めるの？」などの、素朴な質問にお
答えします。個別相談にも応じていますので、遠慮
なくご連絡ください。

はじめての
ボランティア説明会

京阪神を中心に、ボランティアの募集情報、ボ

ランティア活動・市民活動に関するイベント、

セミナー、スタディーツアーなどの参加者募集

情報が満載の検索サイト「関西人のためのボ

ランティア活動情報ネット（KVネット）」を運営

しています。

ボラ協には、「ボランティア活動をしてみた

い！」「ボランティア活動について聞きたい」と

いう活動希望や、「ボランティアに応援してほ

しい」といった応援依頼など、ボランティアに

関するさまざまな相談を受け付けているボラ

ンティアコーディネーターがいます。

電話、メール、面談、オンライン面談など、

ご希望に応じて

対応します。

ボラ協では、事業運営に関わる全てのスタッフ

を「アソシエーター」と呼んでいます。ボランティ

アと職員からなる「アソシエーター」が、対等な

関係で役割分担して事業を運営しています。ボ

ランティア活動や市民参加にまつわるさまざま

なテーマで活動するチームやユニットがあり、メ

ンバーを募集している活動に参加できます。

あなたも得意なことや好きなことを生かして、

「ボランティアアソシエーター」としてボラ協に

関わってみませんか？詳しくはホームページを

ご確認のうえ、事務局スタッフまでお問い合わ

せください。

「KVネット」

ボランティア
コーディネーターに
相談する

ボラ協でも
ボランティアできます！

ボラスタ（ボランティアスタイル）は週末の新
しい過ごし方として、〝1回完結型・3時間でで
きるボランティア活動〟を多彩なメニューで提
供するプロジェクトです。各プログラムに、ボラ
ンティア活動経験者（ナビゲーター）が一緒に
参加して活動をサポートし、ボランティア活動
の楽しみ方をナビゲートします。

ボランティアコーディネーターや他のメンバー
と一緒に、自分のペースでボランティア活動を体
験するサークルです。メンバー登録した人には、
月１回程度のペースで参加案内を送るので、関
心があるテーマのボランティア活動体験ができ
ます。無理をせずに「できるときにできることを」
という関わり方でOK !  ゆるゆるいきましょう。
月1回開催する交流会では、サークルメンバー
（ボランティア）との交流ができます。

「ボラスタ」 「ゆるボラ」

に

〈ひとりひとりと共に〉
できること

1
コーディネート

探してみましょう、あなたにピッタリのボランティア

スキマ時間で
お試しボランティア

自分のペースで
参加できるサークル

インターネット検索サイト

ボランティアを始める前の
基本情報はこちら！

ボラ協の
ボランティア
スタッフ募集



に
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〈NPO/NGOのみなさんと共に〉

ボランティアグループ、NPO/NGOに対し、活動拠点の提供や、運営相談等を行って
います。また市民参加を大切にする「パートナー登録団体」には、企業・行政・関心を
持つ市民とつなぐなどの活動支援を行っています。まずはお気軽にご相談ください。

NPO/NGOの運営や
基盤整備への支援

ボラ協がもつネットワークと強みを生かし、
Win-Winをうみだす、丁寧なコーディネーション
を行います。

連携団体・企業の
コーディネート

パートナー登録制度は、登録いただ
いたNPO/NGOとボラ協とが連携し、
活動に必要なさまざまな資源をつな
ぐ登録制プログラムです。市民活動を
推進するNPO/NGOと、企業・行政な
どの支援者や、活動に関心をもつ市
民をつなぎ、寄付・寄贈のコーディ
ネーションや、助成金申請などの推
薦、運営相談などを行っています。
113団体が、ボラ協とパートナーの登
録をしています（2024年度）。
パートナー登録団体になると、市民
活動拠点「CANVAS谷町」を会員価格
で利用できます。

NPO/NGOの運営について学べる、
さまざまな機会を提供しています。セミナー・書籍

● ファンドレイジング
寄付や会員になるという行為は「参加」の方法のひと
つです。「活動を応援したいという気持ち＝共感」を得
ることがベースになります。
「共感」を呼び起こすための働きかけが鍵になります。
皆さんの団体に合ったファンドレイジングの方法を一
緒に考えます。

ボランティアコーディネーションなど、NPO/NGOの
運営やスキルアップに関する研修・セミナーを行って
います。また、専門知識を持ったボラ協スタッフをセミ
ナー講師として派遣しています。

● 研修・セミナー
ボラ協が発行する書籍や市民活動総合情報誌ウォロ
で、NPO/NGOの基礎知識や運営について学ぶことが
できます。

● 書籍・情報誌の販売

パートナー登録申請書や必要資料を事務局
までご提出ください。面談・審査ののち決定
します。

登録料
年度1万円

NPO/NGOの活動をバックアップ＆サポート

できること

2
コーディネート

● NPO/NGOの運営の基礎に関する
    相談対応・説明会の実施

「ボランティアを募集してもなかなか集まらなくて困っ
ている」「役員だけで運営してきたが、もっと動ける仲
間を増やしたい」といった団体のニーズに沿って、有
効なボランティア募集の方法やボランティア参加での
組織運営への助言をしています。必要に応じて有料で
の伴走支援もできます。

● ボランティアマネジメント ● 活動拠点機能の貸し出し
活動拠点を持たない団体に向けて、拠点機能（デスク・
ロッカー・レターボックス・ワークスペース・会議室）の
貸し出しを行っています。たとえばレターボックスを借
りると、ボラ協の住所を郵便物等の宛先にすることが
可能です。また、デスクで事務作業をしたり、ロッカー
に荷物を置いたりすることができます。

● 企業とNPO/NGOの協働の
     コーディネート
現在の社会課題や困りごとは複雑にからみあっていて一団
体では解決しづらいことが多くあります。解決のために重要
となる団体と団体、行政、企業をつなぐコーディネーションを
しています。

大阪ボランティア協会の
ネットワーク

物資の仕分け、運搬物資の仕分け、運搬

食材・
生活用品
の提供

食材・
生活用品
の提供

大阪
ボランティア
協会

パートナー
登録団体

若者支援
NPO

コロナ禍で困窮する若者からのSOSが殺到したNPO
法人と、食材や生活用品を提供可能な企業・機関や、
それらの仕分け・運搬を担うボランティアとをつなぎ、
新たな連携を生み出しました。

パートナー
登録団体になって
ボラ協と連携しませんか？

ボランティア募集や活動の支え方など、
ボラ協さんから学ぶべきことが多くあります。

パートナー登録団体 コメント

企業
生活協同
組合連合会

社会福祉
協議会

子どもの居場所
連絡会とのつなぎ
子どもの居場所
連絡会とのつなぎ

個人
ボランティア

課題や困りごとについて、団体に寄り添って一緒に考えます。

パートナー登録制度

申込手続き

詳しくは
WEBサイトを
参照ください

事
　
例

新たに団体を立ち上げたい方や、 NPO法人、一般社団
法人などの法人格の取得を検討している方に向けて、
法人格の意味あいや活動の始め方、団体の立ち上げ
方などに関する「はじめてのNPO説明会」を希望に応
じて開催しています。
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三井住友海上火災保険株式会社からの依頼を受
け、余剰キャビネット、椅子等を、希望するパートナー
登録団体に寄贈。事務所等で活用されています。

ボラ協には、1991年から企業と社会貢献活動・ボランティア活動をつないできた、
豊富な実績と経験があります。ボランティア・社会貢献活動・NPO/NGO支援に取り
組む全国の団体との豊富なネットワークに加え、関西を中心とした、サステナビリ
ティ・社会貢献・ESG等の担当者のネットワーク組織を持ち、多くの企業とのつなが
りを生かしたサービスを提供しています。

社員のボランティア活動推進のための研修や活動体験など、企業・労働組合のニーズに沿って、研
修内容の提案や活動先の紹介などをしています。退職前の社員向けに退職後の生活を見据えてボ
ランティア研修を実施したり、新入社員研修にボランティア研修を取り入れ、社会人として視野を広
げるために社会課題に触れたり、社会資源を知る機会にしたりするのも効果的です。

ボランティア・社会貢献に関する社員研修の企画・運営

企業等による助成プログラムの協働事務
局として、プログラム開発、選考過程での
助言、助成先団体の運営フォローなど、総
合的にサポートしています。

助成プログラム
企画・運営

ボラ協がもつNPO/NGOとのネットワークを
生かして、企業とNPO/NGOがそれぞれの強
みを発揮し弱みを補い合うWin-Winの協働
をお手伝いします。

長期療養の子どもたちとその家族を支えるNPOを
応援するプログラムを実施しました。関西を拠点
に活動する9団体の活動や課題を広く知り、自分に
できることを考えてもらうため、「はじめの一歩」
ハンドブックを作成し、9団体とともに啓発チャリ
ティイベントを実施しました。

企業とNPO/NGOの
マッチング

チャリティイベントの収益を寄付したい、災害被災地を支援
している団体に寄付したい、NPO/NGOの活動に役立つもの
を寄贈したい、会社の移転にともない什器を寄贈したい、な
どの希望があれば、寄付先・寄贈先をコーディネートします。

寄付寄贈先のNPO/NGOを紹介

企業の社会貢献・サステナビリティ・ESG・SDGsなどの担
当者が2カ月に1回、関連するトピックスについて学び、
議論する会員制フォーラムです。企業だけではなく
NPO/NGOも会員となって、特に「社会（ソーシャル）」
「パートナーシップ」を重点としています。
会員で構成する幹事会を中心に企画し、20を超える会
員企業・団体が最新のトピックを学びます。各担当者が
業種を超えて情報交換できるネットワークの場でもあ
り、会員制だからこそ、現場での〝本音〟の悩みを出発点
にした実践的な学びが得られます。

勉強と情報共有の

場を提供します

テーマに沿った話題提供者を招き、会員企業の情報交換
やフィールドワークを行います。フォーラム後、講師・会員
間の交流や情報交換のための懇談会も開催しています。

サステナビリティ・リンクアップフォーラム

フォーラム 年6回

オープンフォーラム
会員以外の企業・団体にも広く参加を呼びかけ、テーマに
沿って企業とNPO/NGOの協働を考えるフォーラムです。

会費等の詳細は
協会ホームページから

企業からの寄付寄贈物品事例（一例）

技術系企業の新入社員研修では、2日間のボランティア研
修を企画・運営しました。「ボランティア」の説明やボラン
ティア体験者の話を聞く座学、グループに分かれたボラン
ティア活動体験を実施し、企業にも、活動体験を受け入れ
たNPOにも好評をいただきました。

● 新入社員向けボランティア研修の事例
2023、2024年度に実施

長く企業で働いてきた社員が退職後も生きがいを感じて
豊かに暮らす方法の一つとして、社会貢献があります。地
域や関心のある社会的テーマに関わることを後押しする
講座を開催しました。講座では座学と現場見学でより具
体的な活動を知ることができます。

● 退職前の社員向け社会貢献講座の事例

製造・販売業の企業では、社員のボランティア活動を推進する
ための研修を実施しました。研修の最後にボランティア有給
休暇制度を説明し、研修に参加できなかった社員にもオンデ
マンドで視聴してもらえるようにしました。

● 社員のボランティア推進研修の事例
2024年度に実施

●ボラ協が事務局を担う
　助成事業

ボラ協さんの広範なネットワークを通じて、社会課題の
現状を深く理解することができ、企業として社会貢献活動
を推進する上で大変貴重な情報を得ています。

会員企業 コメント

阪急阪神
未来のゆめ・まち基金

真如苑
公募助成

阪神高速
チャレンジプログラム

に

〈企業のみなさんと共に〉
できること

3
コーディネート

サステナビリティ、SDGsなど、企業の社会貢献活動をサポート

2024、2025年度にボラ協主催で実施

 製薬会社との事例
2016～2024年度に実施
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講座・学習会
についての詳細

市民活動を推進する上での「モノの見方・考え方」の整理と理論化を進め、
出版等による情報発信や研究受託を行っています。

ボランティアに関する相談対応やマッチング、ボランティアの参加による組織づくり、多様
な主体のネットワークづくりなど、ボラ協が長年培ったボランティアコーディネーションの
ノウハウを提供します。

主体的に社会参加するための学
びを支援する場として、一般市民
向けから専門職向けまで幅広い
講座・学習会を行っています。

新任ボランティアコーディネー
ターを対象に基礎的な理念から
具体的な実践ノウハウまでを1日
でコンパクトに学びます。

法律専門家と一緒に裁判員裁判
を傍聴し、事件の背景を見つめて
福祉や社会問題などについて考
え、感想を語り合います。

「CANVASよるがく」は、ボラン
ティア・NPOをもう一歩深く知り
たい方を対象に、〝夜〟にCANVAS
谷町に〝寄る〟まなびの場です。

ボランタリズム研究所はボラ協の調査研究機能
を特化し、研究者や実践者をメンバーに2009年
に開設しました。2023年に、市民セクターが社会
的孤立の抑制・解消に取り組むための「７つの提
案」をまとめ、普及に取り組んでいます。専門家の
協働・執筆による「日本ボランティア・NPO・市民
活動年表」の発行も手掛け、2014年の初版が日
本NPO学会賞、2022年の増補改訂版が同特別賞
を受賞しています。

● ボランタリズム研究所

ボランティアやNPO/NGOの活動現場におけ
る心理的安全性を高めるためのコミュニ
ケーションスキルやファシリテーション、ボラ
ンティアに関する相談対応などのポイント、
NPO/NGO・市民活動団体の職員・スタッフ
のスキルアップにつながる研修を行います。

企業の社会貢献への理解を深めたり、社員
向けにボランティアの魅力などをお伝えし
ます。

裁判員制度が始まった2009年以来、
市民が自分の問題として司法につい
て考え、さまざまな問題解決に取り
組む社会をめざすために活動を始
めました。市民目線で裁判員制度を
考え、司法への関心を深めるととも
に、司法に市民の力を生かせるよう
な場づくりを行っています。

● 〝裁判員ACT〟裁判への
　市民参加を進める会

ボランティア・NPOをもう一歩深く!
ボラ協が発行する市民活動総合情報
誌です。社会問題そのものの紹介より
も、その問題に市民やNPO/NGOが
どのようにかかわっているのか、かか
わる必要があるのか、という視点を
大切にしたオピニオン誌です。

● 市民活動総合情報誌ウォロ
ボラ協は、市民活動に関わる　
〝モノの見方・考え方〟を整理し、
書籍として発行しています。
購入は協会ホームページから。

● 書籍出版

ボランティア・市民活動に関する書籍、報告書など約5,000冊を所蔵しています。
「CANVAS谷町」で自由に閲覧できます。会員限定で無料貸し出しを行っています。

● ボランティア・市民活動ライブラリー

アクト

社会のありようを自ら考え、主体的に市民自治を進めるために、出版・市民シンクタン
ク事業、市民学習・研修、講師派遣等を行っています。

に
できること

4 調査研究とノウハウの提供

知り考えることで、みんなでより良い未来へ

調査・研究・政策提言

出版

講師の派遣

市民学習・研修
ボランティア・
市民活動ライブラリー
蔵書検索

協会の発行書籍

講師派遣・研修企画
についての詳細

定期購読の申し込みは
協会ホームページから

ボランティア入門からリーダー研修まで、ボランティ
ア・市民活動の魅力やヒントを分かりやすくお伝え
します。

ボランティア入門 職員・スタッフのスキルアップ

ボランティアコーディネーションの役割や、平時・災
害時の地域や行政と市民活動団体の協働の視点な
どをお伝えします。

ボランティアコーディネーション、
地域・行政との協働、災害時の協働

NPO/NGO・市民活動団体の運営に役立つさまざま
な知識やノウハウ、ボランティアの参加による組織
運営の在り方などを提供します。

NPO/NGO市民活動団体の運営・経営

企業の社会貢献、
企業人のボランティア参加
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多様な主体による連携と市民参加の促進によって、社会課題解決のためのソーシャルイ
ノベーションを起こします。中でも重点として「社会的孤立の抑制・解消」「災害支援・防
災」に取り組んでいます。

子どもの貧困、生活困窮、ひきこもり、ひとり親家庭、外国人・外国にルーツをもつ人、被災者・避
難者、障害者、病気を抱える人、LGBTQなど、「社会的孤立」状態になりやすい人たちを支え、
「社会的孤立」を抑制・解消することに取り組んでいます。当事者の思いを中心に、ボラ協がもつ
ネットワークを駆使し、NPO/NGO、企業、自治体、政府、専門職、研究者、そしてボランティア（市
民）など多様な力をつなげます。さらに、潜在関心層の市民がさまざまな課題に気づき、参加す
る仕組みを生み出しています。

社会的孤立の抑制・解消

ボラ協は阪神・淡路大震災発災直後に経団連1%クラブ
等と共に「被災地の人々を応援する市民の会」（日本初
の災害ボランティアセンター）を結成し、のべ2万1,000
人の市民とともに救援復興活動に取り組みました。
東日本大震災以降、災害時には、企業、NPO/NGO、社
会福祉協議会などとの多様なネットワークを生かした
支援活動を行い、被災者の思いやニーズをしっかり受け止めつつ、ボランティアの思いを大事
にするコーディネートの環境づくりや後方支援にも取り組んでいます。また、地元大阪での災害
時に備え、「おおさか災害支援ネットワーク（OSN）」の世話役団体として、日頃から多様な組織・
団体の顔の見える関係づくりに取り組んでいます。

災害支援・防災

年齢や国籍、病気、障害の有無等にかかわらず、ボランティア活動への参加
に制約がある人も参加できるインクルーシブなボランティア活動の現場を
つくるため、コーディネーターやボランティア・地域活動のリーダーのため
のハンドブックを作成し、研修の実施や、講師を派遣しています。

「インクルーシブボランティア」の環境づくり
ボラ協は、発災直後から、日頃つながりのある団体などと協
力して情報収集にあたり、現地で支援活動を行うNPO/NGO
の支援や、被災された人々のために何かしたいという企業・
市民の力が発揮できるようコーディネートします。地元での
災害時には、「おおさか災害支援ネットワーク（OSN）」の世
話役団体として、大阪府、大阪府社会福祉協議会と連携し、
スムーズな復旧、復興に向けて多様な主体をつなぎます。

発災時の対応

震災がつなぐ全国ネットワーク（震つな）
災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（支援P）

3.11 from KANSAI 実行委員会
おおさか災害支援ネットワーク（OSN）
大阪災害支援活動連携会議（三者連携）

ボランタリズム研究所は、2023年10月に社
会的孤立の抑制・解消へ向けた「7つの提案」
をまとめました。自立と相互依存の権利を大
切にすることや、孤立の構造的要因に目を向
けてアドボカシーに取り組むことなどです。
今後、活動の中で話し合う素材として使って
いただくよう提案しています。

市民セクターが社会的孤立の
抑制・解消に取り組むための
「７つの提案」

7つの提案

困窮家庭、ヤングケアラー等子どもらしい自由な時間や一人の時
間をもちにくい子ども・若者たち、孤立しがちな障害者、きょうだい
児、LGBTQ等やその支援者に、焚火を囲んでレスパイト（日常から
離れた休息）の時間を過ごしてもらうプロジェクトです。 一般社団
法人72時間サバイバル教育協会と協力して実施しています。

レスパイトプロジェクト
「たきびでととのう」

が取り組んでいる社会課題

1.自立と相互依存の権利を大切に
2.当事者性の概念を広げて市民参加の発展を
3.孤立の構造的要因に目を向けて
    アドボカシーに取り組む
4.行政責任の曖昧化を許さない
5.地域特性に応じた地域自治組織の整備と強化
6.市民活動相互や地域組織との連携・協働
7.中間支援組織の役割強化

参加している主な災害支援ネットワーク

災害が多発する中、障害者・難病者、子ども、外国人など個
別の事情に応じた 〝とっておきの配慮〟（スペシャルニー
ズ）を必要とする人たちへの対応は遅れがちになります。
災害時に孤立する人を生み出さないために、ボラ協は平時
から障害者・難病者、子ども、外国人などの支援を行ってい
るNPO/NGOやボランティアグループとともに調査・研究や
研修・啓発活動などを行っています。

スペシャルニーズ支援

ボラ協は、企業・NPO/NGO・協同組
合・社会福祉協議会・行政など、さま
ざまな組織とのネットワークを構築
し、平時からの備えや災害時の支援・
復興活動に取り組んでいます。

災害支援のネットワーク



市民活動スクエア「CANVAS（キャンバス）谷町」

は、市民活動に取り組む団体のためにボラ協が

運営する市民活動拠点です。

打ち合わせや研修などができる貸会議室、活動

推進のためのデスク・ロッカー・レターボックス

などを提供しています。

「CANVAS谷町」
市民活動の場の支援

団体の拠点
（貸しデスク・ロッカー・レターボックス）

交流スペース

セミナー室

たたみスペース CANVAS谷町の
ご利用について

14 15

より公正で多様性を認め合う市民主体の社会をつくるために、
多彩な市民活動を支援するとともに、

他セクターとも協働して、市民セクターの拡充をめざします。

団体名 社会福祉法人大阪ボランティア協会
代表者名　早瀬 昇（理事長）

キャンバス

事務所所在地 
〒540-0012
大阪市中央区谷町2丁目2-20 2F（大手前類第一ビル） 
市民活動スクエア「CANVAS谷町」
電話　06-6809-4901　FAX　06-6809-4902
設立年月日　1965年11月7日
　　　　　　  （1993年7月15日に社会福祉法人に登記変更）

基金額 1億6,879万円
事業支出　8,440万円（2024年度）
役員・評議員数 理事6人、監事3人、評議員12人

●開館時間：日・祝・月曜10時～18時、火～土曜10時～21時
●休館日：第2日曜、祝日または振替休日となる月曜、5/3～5、8/13～16、
　12/28～1/4、その他ボラ協が指定する日

●最寄駅：地下鉄天満橋駅3 番出口より徒歩5分、地下鉄谷町四丁目駅
　1-A番出口より徒歩5分、京阪天満橋駅14番出口より徒歩8分

組織概要
の

ミッション

ミッションを達成するための3つの目標

団体概要

市民自治の確立
一部のエリートや専門家などが主導するのではなく、市民自
身、当事者自身が企画・実行する「市民自治」を追求します。

1.

社会的課題を解決するためのさまざまな新機軸を創出する
「社会的イノベーション」を支援し、自らも実行します。

創造的に社会を変えようとする
人たちの支援と変革の実行

2.

市民にとって暮らしやすい社会を実現するために、市民が持
つさまざまな能力を創造的に発揮するための環境づくりを
支援します。

市民の力が発揮されるための支援3.

ボラ協は、1965年に設立した日本で最も
歴史あるボランティアセンターのひとつ
です。日本初のボランティアスクールを開
講し、以来、「個人の力はやがて大きな力
になる」と信じ、会員による自主的運営を
核に活動しています。

市民活動推進60年の歴史

〈収入元の内訳：2024年度〉

多様な財源  

個人会費
3.0%

民間受託
0.1%

NPO関係
1.4%

皓養社
3.1%

行政補助金
6.2%

共同募金
5.6%

民間助成
3.8%

利息他
1.7%

講座他
2.6%

出版
2.5%

企業会費
6.1%

寄付
11.6%

市Co受託
12.6%

調査研究
18.2%

講師派遣
9.0%

CANVAS
8.1%

ウォロ
4.4%

●ボランティアコーディネーション
●NPO/NGO運営支援・基盤整備
●企業市民活動推進
●市民学習・研修
●災害支援、防災
●情報提供・出版・市民シンクタンク事業・
　政策提言
●社会的孤立の抑制・解消
●ネットワーク推進

取り組む事業

重点

重点
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